
札幌の植物を見直そう
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札幌は 農学 校 以 来の 長 い歴 史 を 通 じ諸 先 輩 が 北

海 道植 物研 究 の拠 点 と して きた ばか りに 、 地 元 の
の

フ ロ ラな ど 今更 の感 が 、 いつ しか 社 会通 念 と な り

盲 点の ま ま今 日に 至 ってい るの では あ る ま いか 。

これは 札幌 へ 転 入 した この4月 か ら市 内 各地 を歩

き回 った私 の実 感 で あ る、,本会 準 備 世話 入 会(4

月27目)の 折 、設 立の 趣 旨の 中 で 「林L幌 の 植 物"

さえい まだ 出 てい な い」 とつぶ や かれ た 伊 藤 会 長

は 、っ とに この 点 を痛 感 して お られた の で しょ う。

ここでは 中央 区 の 円山 と北 区 を ・一例 と して 目に っ

い た興 味 あ るい くつか を紹 介 す る こ と と した 。

春の 円 山… …ユ リワサ ビ(あ ぶ らな科)、 ヒ メ

ニ ラ(ゆ り科) 、 イ ヌノ フ グ リ(ご まの は ぐさ科)。

北側 にま だ ら状 残 雪 があ る4月21日 、東 斜 面 の 裾

で は ヨブ スマ ソ ウ、 オオ ハナ ウ ド、 ニ リン ソ ウ、

エ ゾ トリカ ブ ト、 オオ ウバ ユ リな ど 夫 々の ス タ イ

ルで 苗 を立 て、 エ ゾ エ ンゴ サ ク、 キバ ナ ノ アマ ナ

そ して エ ン レイ ソ ウは す で にほ ころび か け て い た。

春 の息 吹 を満 喫 しなが ら少 し とる と これ らの姿 は

消 え 、そ のLの 方の ガ ラ ガラ した石 ころが 露 出 し

た所 に2～3の 小 さな緑 色 班 が 目 にっ いた 。 近 よ

った らそ れは ユ リワサ ビで 、 すで に つぼ み を用 意

して いた。 これ で本 種 の分 布 が胆 振 地方 よ りさ ら

に北Lし てい る こ とを知 った 。 ヒメニ ラに 出合 っ

た の は この 数 日後 、 南東 に面 した平地 との 境 目を

歩 いて い る ときで あ った。 ほ ぼ50cm四 方 に か たま

りこ'っそ り生 え、 細 長 い2枚 の 葉 の問 か ら柄 を 伸

ば しそ の先 に小 さな 白 っぽ い花 を つ けて い た 。 他

地方 同様 ここで もすべ て雌 花 で あ った 。 本 種 は十

勝 や釧路 地方 に もあ る とい う。

うれ しか った の は イ ヌ ノフ グ リとの 出会 い で あ

る。 専門書 には北 海 道 も分布域 に入 って い る た め 、

あの ピ ンクの め ん こい 花 を懐 か しみ 、道 南 へ 出か

け る ときは いつ も狙 って いた もの の空 振 り に終 っ

て いた。 自然 の舞 台 は すで に夏 へ 移 りつつ あ った

6月11日 、東側 か ら林床 へ 一歩入 ろ うと した と き、

オオ イ ヌ ノフ グ リに しては おか しい そ と手 に した

らな ん とそれ で あ った。 も う花 は な く、 ふ くれ た

多 くの果実 を つ けて い た。 道 内の 他 の仲 間 は3種 、

い ずれ も帰 化品 で オ オ イ ヌ ノ フグ リと タチ イ ヌ ノ

フグ リは各 地 に、 そ して フ ラサバ ソウは伊 達 にあ
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る、,

夏 の北 区 … コ ウモ リカズ ラ(つ づ らふ じ科)、

ヒロハ ヒル ガオ(ひ るが お 科)、 ゴキ ヅ ル(う

り科)、,コ ウモ リカ ズ ラは 茎は 左巻 き、 一ド方 は 木

質化 し越 冬す る雌雄 別 株 の つ る草で 、!0数 年 前 卜

勝の 本 別で 出会 った にす ぎな い稀 な 種類 と思 ・、て

い たし:)に、 こ こで は 考く田 の 畔 や防 風林 な ど に あ り

珍 しい存 在 で は な い。 円 山 や 西区 で ち見 て い るの

で 市内 に広 ・く分4∫す るの で あ ろ う.化 大植 物 園 の

棄北 隅 に茂 の フ ェ ンスに か らみ っ い て い るの も 自

生 で あ ろ うっ6月 に咲 くが 道 内 で1=よ実 れ な い の か

つい に果 実 は 発見 で きなか った.炎 天 ドの 花 が 目

に つ きや す い ヒロハ ヒル ガオ は全 道 各 地 に あ る も

の の いず れ も点 在的 であ る。 しか しこ こで は乾 燥

化か 進 ん だ泥 炭 地 に群 が りオ オ ヨモ ギ 、 セ イ タ カ

ア ワ ダチ ソ ウな ど に覆 い か ぶ さ るほ ど はび こ って

い る。周 知 の よ うに ヒ'レガ オ と コ ヒ ・レガ オは 実 り

が 悪 いの に、 本種 は 群生 の場 合 は 別 と して 鈴 な り

の 果実 を つ け て い る。 白 と ビン クの 株 が ふ つ うに

あ り後 者 の場 合 、 長 い 三角 状 の 葉を 確 認 しな い限

り ヒルガオ と誤 認 しや す い 。

同 じつ る 草で も ゴキ ヅル は 巻 ひげ で か らみ つ く

し、1年 草 で水 湿 地 にあ る。 は っき り して い る 自

生地 は 道 内で は 日高 と胆 振 で あ り、 後者 の 白老 で

み る限 り個 体数 が少 な く探 すの に苦心 す る。 と こ

ろが ここの 沼 や 流 れの 縁 に は群 生 し ヨ シや ヤ ナ ギ

に はいLり 花 は 小 さ くほ とん ど 目に つか な い の に

果実 は だ 「「1体で約2cm長 と大 き く、ぶ ら下 り秋 に

横真 二っ に割 れ種 子2個 を水 に散 らす 変 り もの で

あ る。

今後 何 が 出て く るか楽 しみ であ る。
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